
、

今
金
保
育
所
盆
踊
り
花
火
大
会



後
志
利
別
川
を

再
び
日
本
一
の
清
誠
に
げ

全
国

5
位
に
後
退• • 

北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
る

町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
に
つ
い
て

こ
の
度
の
南
西
沖
地
震
に
よ
り
、

心
身
は
も
と
よ
り
家
屋
家
財
あ
る
い

は
田
畑
に
多
大
な
損
害
を
受
け
ら
れ
、

納
税
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
を
対

象
に
税
の
減
免
条
例
が

8
月
9
日
開

会
の
第

5
田
町
機
会
臨
時
会
で
可
決

成
立
し
ま
し
た
。

。
税
の
減
免
と
は

納
税
義
務
者
が
災
害
や
特
別
の
都

情
に
よ
り
担
税
力
が
薄
弱
と
な

っ
た

と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
納
税
義
務
を

消
滅
さ
せ
る
行
為
で
、
納
税
義
務
者

か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。

。
減
免
対
象
と
な
る
納
期
等
は

ー
、
町
民
税

2
期
(
8
月
)

3
期
(
ロ
月
)

2
、
固
定
資
産
税

2
期
(
7
月
)

3
期
(
日
月
)

3
、
国
民
健
康
保
険
税

ー
期
(
7
月
)1

6
期
(
ロ
月
)

。
町
民
税
の
減
免
対
象

1
、
全
て
の
町
民
税
納
税
義
務
者

が
対
象
と
な
る
と
き

ア
、
障
害
者
と
な

っ
た
場
合

イ
、
住
宅
又
は
家
財
に
災
害
を

受
け
た
場
合
(
該
当
要
件

あ
り
)

2
、
農
業
所
得
者
の
み
が
対
象
と

な
る
減
免

平
成

5
年
中
に
災
害
に
よ
り

州凶
作
物
に
被
害
を
受
け
た
場
合

(骸
当
袈
件
あ
り
)

。
固
定
資
産
税
の
減
免
対
象
者

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定
資

産

(
土
地
家
屋
及
び
償
却
資
産
)

に
災
害
に
よ
り
飢
害
を
受
け
た
場

合
(
該
当
要
件
あ
り
)

。
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
対
象
者

(
町
民
税
と
同
二

そ
れ
ぞ
れ
、
該
当
要
件
と
減
免
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
各
戸
配
布
に
お

い
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細

や
ご
不
明
な
点
な
ど
町
税
全
般
に
つ

い
て
の
お
尋
ね
は

〈
役
場
税
務
諜
》

ま
で

宮
2

0

1

1

1

住

民

税

係

内

線
1
1
3

固
定
資
産
税
係内

線
1
1
4

水
質
現
況

調
査
結
果

建
設
省
で
は
毎
年
、
全
国
の

一
級

河
川
、
湖
沼
の
水
質
関
査
を
し
て
い

ま
す
。
平
成
4
年
の
水
質
調
査
結
果

が
7
月
ぬ
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
町
を
流
れ
る
後
志

利
別
川
は
全
国
5
位
の
清
流
と
な
り
、

昨
年
の

3
位
よ
り
も
さ
ら
に
後
退
し

ま
し
た
。

こ
の
水
質
別
査
は
、
全
圏
内

一
級

河
川
1
0

9
水
系

1
0
6
2
地
点
で

毎
月
1
回
、
河
川
町
水
質
汚
濁
状
況

を
示
す

B
O
D
(生
物
化
学
的
般
紫

要
求
泣
)
の
他
が
調
べ
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

水
質
調
査
の
結

果
、
利
別
川
は
前

年
よ
り

0
・
l
JA
H

高
い

0

・
6
れ
で

5
位
と
な
り
、
前

年
5
位
の
黒
部
川

が
前
年
よ
り

O

z
J河川
一
下
が
り

0

4

U
D
と
全
国
1
内

消
流
と
な
り
ま
し

た
。利

別
川
は

一
昨

年
ま
で

4
年
連
続

的
日
本
一
に
輝

い

て
い
ま
し
た
@

昨
年
は
前
年
4
位
内
札
内
川、

今

年
は
前
年
5
位
向
県
郡
川
が
日
本

一

と
主
り
、
利
別
川
が
再
び
日
本

一
に

返
り
暁
く
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。河

川
環
境
保
全
に
つ
と
め
、
日
本

一
の
清
流
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た

ωづ
か
い

で
出
来
る
浄
化
対
策

普
段
、
私
た
ち
が
何
げ
な
く
台
所

か
ら
流
し
て
い
る
捌
迎
夕
ズ
、
食
べ

残
し
ゃ
廃
油
な
ど
が
川
を
汚
し
て
い

ま
す
。

各
家
庭
で
少
し
ず
つ
努
力
を
す
れ

順位 河川名 都道府県 BOD値

1 血部川 富 山 O.4mg/ e 

2 札内川 北海道 0.5 11 

2 的 111 北海道 0.5 11 

2 呂 111 重 0.5 11 

5 後志利別川 北海道 0.6 11 

5 11¥沢川 石 手 0.6 11 

5 阿古11 111 静 岡 0.6 11 

。平成 4年清流河川(ベスト 5)

舎金の被害状況8
月
号
で

7
月
幻
日
現
在
的
被
害

状
況
報
告

(企
画
捌
路
線
別
査
係
)

を
載
せ
ま
し
た
が
、
被
害
の
拡
大
主

• • 
ど
数
値
的
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。

8
月
凶
日
現
在
的
被
笹
総
飢
は
、

6
9
億

2
3
8
3
万
1
千
円
で
す
。

そ
の
内
訳
は

。
人
的
被
害

重
症

l
名
、
軽
症
1

4
名計

1
5
名

。
住
家
被
害

全
壊
4
練
、
半
壊
4
棟、

一
部
破

損

1
3
2
練

計

1
4
0
棟

総
額

1
億
円

。
非
住
家
被
害

全
段
4
縦
、
半
壊

3
練

計

7
棟

総
額

3
5
3
9
方
5
干
同

B月16目、畑英次郎農林水産大臣が奥尻町、北桧山町

に続阜、地震により被害を受けた町内・豊田地区の水闘

を視察。村本町長ヵ、ら被害状況の説明を受けました。

ぱ
、
そ
れ
だ
け
確
実
に
川
は
き
れ
い

2ー

に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
話
し
合
い、

笑
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
.

例
1

〈
洗
粗
洗
剤
V

洗
剤
は
、
計
量

カ
y
プ
な
ど
で
正
し
く
計
っ

て
使
、
っ
。

例
Z

〈
池
内
処
理
v

下
水
に
流
き
な

い
で
、
古
新
聞
な
ど
に
し
み

こ
ま
せ
て
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
。

例
3
〈
調
理
く
ず
v

土
に
埋
め
て
肥

料
に
す
る
か
、
ゴ
ミ
と
し
て

出
す
。

魚
つ
り
や
水
遊
び
が
で
き
る
の
も

利
別
川
が
清
流
を
維
持
し
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
.

最
近
、
産
業
排
水
平
生
活
排
水
な

ど
か
ら
出
る
汚
水
が
原
因
で
、
川
が

汚
染
さ
れ
、
魚
が
生
息
で
き
な
く
な

っ
た
川
が
増
え
て
い
ま
す
。

川
は
い
っ
た
ん
汚
染
さ
れ
る
と
元

に
戻
す
の
に
何
十
年
と
い
う
年
月
を

必
要
と
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「水
質
汚

染
向
原
因
者
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
と
努
力
を
し
て
水
質
浄
化
に
努

的
、
再
び
利
別
川
を
日
本

一
円
清
流

に
い
た
し
ま
し
ょ
、
ヮ。

町
民
み
ん
な
で
美
し
い
財
産
を
守

り
、
子
供
た
ち
に
残
し
た
い
も
の
で

す
。

。
農
業
被
害

農
地
、
牒
作
物
、
用
水
路
2

4
3

箇
所
、
共
同
利
用
施
設
5
件
、
倉

庫
な
ど
営
農
施
設
7

0
棟

総
額

5

6
億

3
9
6
0
万
円

。
土
木
被
害

河
川
7

4
箇
所
、
道
路
2
9
0
箇

所
、
公
図

6
箇
所

総
額

8
億

3
9
8
5
万
円

。
林
業
被
害

林
道
4
3
箇
所
、
そ
の
他

5
ヵ
所

総
額

1
憶
3
3
7
8
万
2
千
円

。
衛
生
被
害

水
道

6
地
域
、
病
院
浄
化
槽

総
額
9
9
0
万
円

。
商
工
被
害

商
業
1
5

5
件
、
工
業
8
件

総
額

l
倍

2
2
0
0
万
円

。
公
立
文
教
被
害

小
学
校
8
校
、
中
学
校
1
校

幼
稚
園

総
額

1
4
4
2
万
7
干
向

。
社
会
教
育
施
設

体
育
館
、
学
習
セ
ン
タ
ー

総
額

8

5
1
万
9
千
円

。
社
会
福
祉
施
設

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー総

額

3

0
方
向

。
クJI!そ
ア会 の
プ施 他

総 ラ設
額ザ
2 ヒ%'
O リ産
O カ品
5 なセ
万ど ン
8 1 ? 
干 4 1 
円件

[ 3 ) 



さき金町成人祭

S 
とリあえず、ジュースでカン，ミイグ

奮
い

の
言
葉
を
述
べ
る
新
成
人

(
男
性
灯
名
、
女
性
皮
名
)
が
出
席

し、

門
出
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
は
、
ク
ラ
ス
会
的
な

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
に
も
新

成
人
と
し
て
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て

鈴
木
正
之
ど
、
宮
崎
忠
美
さ
ん
が
「
自

分
の
歩
ん
で
来
た
人
生
が
ま
ち
が
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
人
生
に
し
た

い
。
」
と
普
い
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
し
た『
。

式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
「
軽
食

と
交
流
の
つ
ど

い
」
で
は
フ
ル
ツ

パ
ス

ケ
y
ト
な
ど
の
ゲ

l
ム
を
楽
し

み
ま
し
た。

こ
の
日
か
ら
晴
れ
て
酒
も
解
祭
と

な
り
、
夜
の
街
を
賑
わ
せ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

• (e 

友Z
噂13間

祝主
っき
A、ん

京百
閉そメt
催抱
E予，/ . ~

aη 
る

町
内

・
栄
町
在
住
町
岩
間
キ
サ
ぷ

の
百
歳
を
祝
う
会
が

7
月
幻
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
内
会
や
親

族
、
友
人
ら

1
5
2
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
う
会
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
催
で
、
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

を
身
に
付
け
た
キ
サ
ぷ
は
ひ
孫
ら
か

ら
花
束
を
贈
ら
れ
ご
満
悦
の
様
子
で

し
た
。キ

サ
さ
ん
は
‘
明
治
初
年
7
月
幻
日

瀬
棚
町
会
津
町
に
生
ま
れ
、
日
本
の

女
性
医
師
第
l
号
、
荻
野
時
子
ぷ
的

自
立
し
た
職
業
女
性
的
生
き
方
に
ひ

ひ
孫
か
ら
祝
福
の
花
束
を

受
け
る
岩
間
キ
サ
さ
ん

業

強
締

瀞

ヨ
U

d
I
〆

昨

ラ
岬

ク

即

世

シ

学
H
M
l
d

皇
脆
い
N
1

の

学

ン

光

開

マ

開
設
初
周
年
を
迎
え
る
光
の
皇
学
園
内
記
念
卒
業
と
し

て
、
関
西
学
院
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
会
が
7

月
白
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
大
正

6
年
に
社
交
部

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
と
し
て
創
設
さ
れ
、
今
年
で
苅
年
目

を
迎
え
る
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
技
術
的
に
も
向
く
、
今

夏
は
道
内
各
地
を
回
り
、
当
町
で
も
抽
出
奏
会
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
光
の
皇
学
園
生
を
含
む
町
民
2
0
0
名
あ

ま
り
が
集
い
、
ア
イ
ネ

・
ク
ラ
イ
ネ

・
ナ

ハ
ト
ム
ジ

1
7

i
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
映
画
音
楽
特
集
、
懐
か
し
の
童
館
メ

ド
レ
ー
な
ど
、
美
し
い
マ
ン
ド
リ

ン
の
ハ

l
モ

ニ

に

酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

第

4
回
建
設
協
会
杯
中
学
校
交
流
野
球
大
会

第43回社会を明るくする運動

町民ゲートボール大会

か
れ
、

H

女
性
で
も
職
業
人
と
し
て

社
会
の
た
め
に
役
立
た
な
け
れ
ば
仰

と
四
歳
の
時
に
助
産
婦
の
道
を
目
指

し
ま
し
た
。

大
正
ロ
年
、
知
人
的
世
話
で
利
別

村
今
金
に
移
り
住
み
助
産
婦
の
宕
板

を
掲
げ
て
開
業
。

河
歳
で
引
退
す
る
ま
で

3
0
0
0

人
以
上
の
赤
ち

ゃ
ん
を
と
り
あ
げ
ま

目
し
た
。

今
後
も
、
健
康
に
留
意
し
て
長
生

き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

• • 
今
金
建
設
協
会
杯
中
学
校
交
流
野

球
大
会
が
第
お
国
産
業
ま
つ
り
協
賛

事
業
と
し
て
8
月
日
目
、
利
別
館
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
間
交
流
に
よ
る
青
少
年
内
健

全
育
成
を
目
指
し
て
行
わ
れ
、
悼
平
貼

・
桧
山
管
内
向

8
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
熱
戦
を
展
開
し
、

町
民
や
父
母
ら

の
熱
心
な
応
援
に
よ
り
ハ
ン
ス
ル
プ

レ
ー
が
続
出
し
て

い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す。

優

勝

森

中

学

校

準
優
勝
今
金
中
学
校
A

1
 

4
 

〔

第
円
相
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
行
委
貝
会
主
催
の
町
民

ゲ
l
ト
ポ

l
ル
大
会
が

7
月
出

目
、
天
候
不
服
の
た
め
、
総
合

体
育
館
に
会
場
を
移
し
て
開
悩

さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
大
会
に
は
ロ
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
位

金

原
C

2
位
消
流
会

3
位
狩
場
会

4
位

金

原
A

丸
太
づ
く
り
の
標
板
を
寄
贈

道
路
工
業
側

工
業
銀
が
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

キ
ャ
ン
プ
場
に
丸
太
づ
く
り
の
標

板
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
社
は
今
年
、
北
海
道
産
業
貢

献
賞
(
緑
化
功
労
者
)
を
受
賞
し
、

何
か
形
の
残
る
も
の
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
当
町
に
思
返
し
が
し

た
い
と
今
固
め
標
械
の
設
置
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
椋
板
は
北
怜
山
町
の
杉
の

子
林
業
グ
ル
ー
プ
内
製
作
で
、
カ

ラ
マ
ソ
材
を
使
用、

文
字
板
の
部

分
が
取
り
は
ず
し
可
能
で
幅
広
く

利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
町
で

1
、
7
0
8
h
に
も
の

ぼ
る
造
林
事
業
を
し
て
い
る
道
路

イ
ン
マ
ヌ
工
ル
入
植
川
年
を
記
意
す
る

集
い
開
催

天
沼
一
族
が
北
海
道
に
移
住
し

て
百
年
を
迎
え
、
そ
の
入
植
百
年

を
記
念
す
る
集
い
が

8
月
凶
日
、

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
舟
町
家
で
関
係
者

ω名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
ペ

l
ジ
か
ら
な
る
北
海
道
移

住
百
年
記
念
誌
も
作
ら
れ
、
当
日

は
記
念
碑
の
除
幕
な
ど
も
行
わ
れ
、

先
駆
者
の
労
苦
な
ど
を
し
の
ん
で

い
ま
し
た
.

1
 

5
 

〔



ーンド
ゅの工ー/

ガ
ン
バ
ル
ベ
や

削
円
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

北
海
道
南
西
沖
地
震

に
よ
る
道
税
の

減
免
に
つ
い
て

。
申
告
期
限

・
納
期
限
の
延
長

北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
り
被
災

し
、
申
告
や
納
税
が
で
き
な
い
と
き

は、

2
か
月
を
限
度
に
そ
の
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
す
a

。
道
税
の
減
免

個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、

自
動
車
税
な
ど
に
つ
い
て
、
一
定
的

袈
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
町
一

部
又
は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

。
納
税
の
猶
予

一
度
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
一
年
を
限
度
に
納
税
が
猶

予
さ
れ
ま
す
.

*
そ
の
他
、

納
税
義
務
が
免
除
さ

法務局だよD
平成 5年10月l日から公図の閲

覧には手数料が必要となります。

閲覧手数料は、公図 l枚につき

400円です。登記印紙で納めてくだ

さい。

北
海
道
南
西
沖
地
震
の
被
災
者
に

愛
指
令
ラ
ン
ド
か
ら
心
の
エ

l
ル
を

送
ろ
う
と

8
月
日
日
、

n
ガ
ン
バ
ル

ベ
や

1
0
0
円
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
々
が
開
催
さ

れ
、
家
族
づ
れ
な

ど
約
3
8
0
名
か

ら
7
万
5
干
2
百

3
円
、
問
実
行
委

員
会
か
ら
益
金
7

万
4
千
4
百
6

4

円
の
善
意
が
社
会

福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
被
災
町
村
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

愛
指
令
ラ
ン
ド

は
、
ま
ち
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
の

「愛

指
令
の
会
」
が
町

内
紳
丘
に
開
拓

中
で
、
こ
れ
ま
で

7
ジ
ラ
池
や
ト
イ

レ
な
ど
が
盤
備
さ

れ、

4
月
か
ら
建

設
し
て
い
た
カ
ラ

• • 
れ
る
等
的
措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
桧
山
支
庁
税
務
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

8
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

内
線

2
5
1

自

賠

加
入
す
る
ま
で
赤
信
号

責

今
年
も
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ

ク
対
策
協
議
会
で
は
、

9
月
1
日
か

ら

ω固
ま
で

「無
保
険
(無
共
済
)
バ

イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
い
ま
す
。

羽
田
以
下
町
パ
イ
ク
に
は
車
検
制

度
が
主
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
自
賠
資

保
険

(共
済
)
の
継
続
契
約
を
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ

か
ら
と
い

っ
て

「油
断
は
禁
物
」
、

バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視

出
来
ま
せ
ん
。
無
保
険
(
無
共
済
)

で
死
亡
事
故
で
も
お
こ
し
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
パ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険

(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険
(共
済
)

で
走
る
と
、

6
ヵ
月
以
下
町
懲
役
、

ま
た
は

5
方
向
以
下
町
例
金
、
さ
ら

に
違
反
山
数

6
4
と
な
り
、
免
許
停

止
処
分
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な

っ
て
い
た

ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代

函館地方法務局

4

司
募
金
を
す
る
家
族

マ
ツ
材
を
使
用
し
た
町
外
ス
テ
ー
ジ

が
7
月
末
に
完
成
し
た
ば
か
り
で
す
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は

演
奏
者
や
会
場
整
理
な
ど
す
べ
て
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
神
丘
繋
明
太
鼓
・

桧
山
北
高
生
町
バ
ン
ド

-
乙
部
内
高

校
生
パ
ン
ド
札
幌
の
親
子
6
人
の

パ
ン
ド
な
ど
7
団
体
が
出
演
し
、
得

意
の
演
奏
や
ノ
ド
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
と
う
き
み
ジ
ャ
ガ

イ
モ
・
ポ

ソ
プ
コ

l
ン
・
や
き
そ
ば

な
ど
が
売
ら
れ
好
評
で
し
た
。

こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
被
災
者
向
勇

気
づ
け
、
元
気
づ
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
.

型
庖
ベ
牒
協
へ
い
き
ま
し
ょ
う
。

9
月
は
屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
強
調
月
間

屋
外
広
告
物
を
出
す
に
は
許
可
が

必
要
で
す
。

屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る
た
め
に
、

広
告
塔

・
広
告
板

・
壁
面
広
告

・
立

看
板
な
ど
を
す
る
と
き
は
次
円
規
定

が
あ
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
は

イ
、
出
し
て
よ
い
場
所
、
い
け
な
い

場
所
が
あ
り
ま
す
。

口、

一
部
内
広
告
を
除
き
、
支
庁
長

の
許
可
が
必
要
で
す
。

ハ
、
場
所
に
よ
っ
て
而
椴

・
高
さ
な

ど
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

ニ
常
時
、
良
好
な
状
態
に
維
持
管

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

諜
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は桧

山
支
庁
経
済
部
建
設
指
導
課

(
広
告
物
調
査
員
)
へ

宮

0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
l
o

今
年
は
「
商
業
登
記
制
度
」

施
行
百
周
年
で
す

商
業
登
記
制
度
と
は
、
会
社
そ
の

他
的
商
人
に
関
す
る

一定
の
事
項

(商

号

本

底

資

本

金

・
目

的

役

員

〕E
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一

V

1

1

斗

。
暮
れ
り
ゃ
砂
山
出
鳴
り
ば
か
一

一

鼠品川
L
Y
一

円
、
ゴ
畏

;
J
1
1
一

'

h
1

・

-
z
t
E同
じ
よ
う
屯
こ
と
て

U
市

，

一

い

か

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。
最
一

一

海

鳴

り

都

会

人
や
山
国
育

近
は
こ
の
歌
の
汐
鳴
り
を
、
海
鳴
一

一
ち
の
人
に
と
っ
て
は

、

何

と

な

く

り

と
歌
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一

一

ロ
マ

ン
チ
ッ

ク
な同置
き

の

す

る

言

海

鳴
り
に
対
し
て
、
山
鳴
り
と
一

一
葉
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
鉱
山
周
一

戸
海
沿
い
に
住
む
人
に
と
っ

て
は
、

語
で
、
坑
道
や
ト
ン
ネ
ル
を
深
い
一

一
海
鳴
り
は
台
風
の
前
ぶ
れ
と
し
て
所
ま
で
掘
り
進
ん
だ
と
き
、
岩
盤
内
一

一
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
発
生
す
る
地
殻
運
動
に
よ
る
音
一

一
暴
風
や
強
い
低
気
圧
が
海

.

.

.

 の
ニ
と
で
、
ガ
ス
突
出
な
ど
一

一
上
に
あ
る
と
き
、
海
揮
で
聞

.

.

.

.
 の
危
険
予
知
に
役
立
ち
ま
す
。

一

一
こ
え
る
遠
雷
の
よ
う
な
音
が

a・
・

九
月
±
?
=
一
十
日
は
、
一

一
海
鳴
り
で
て
こ
れ
は
、
波

副

・

「
全
国
海
難
防
止
強
制
運
動
」
一

一
が
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た

川
劃
圃
圃
圃

で
す
。
海
離
は
、
見
張
り
不
一

一
と
き
、
そ
の
中
に
巻
き
込
ま

猛

.

+
分
な
ど
の
人
的
要
因
が
七
一

一
れ
た
空
気
が
、
す
き
聞
を
求

・
・
・
圃

O
%
を
占
め
る
と
い
わ
れ
ま
一

一
め
て
強
〈
吹
き
出
る
と
き
の

.

.

.

 す
。
海
難
防
止
の
知
識
や
技
』

一
音
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

術
の
向
上
に
、
も
っ
と
関
心
を
も
一

一

こ
の
と
き
、
い

ろ
い
ろ
な
波
長

ち
ま
し
ょ
う
。

一

一
の
音
が
で
ま
す
が
波
長
の
長
い

一一

一一一

二

三

豆

奪

三

3

一

一

l
ゴ
!
と
い
う
音
は
か
な
り
速

二
一一
一
』

一一一

i
山
戸
一

，

E

方
ま
で
居
き
、
海
岸
か
ら
数
キ

ロ

一一止

一
一亡
二
一
一

一一

y
J
i
4

晶

一一司
二
」

一
一
一
一
二
、

一甲子一
L

士

一

一
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
聞
こ
え
る
こ

一

上

一
一一一

一
一

ト
二

一
一

・

;

i

一
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
音
が
、

一一一
仁
一
と

一二

一一

一
一
一
泣
清

一

一
太
平
洋
の
海
岸
で
は
遠
雷
の
よ
う

=一

一
一
〉一一

一一

一一

一
一-
…
↑
へ

一

一
に
聞
こ
え
、
湾
内
で
は

一
発
ず
つ

一
E
一亡
二
一
ご
↑
と
，

d

『

一

一
の
大
砲
の
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
る

一
柄
下
之
耳
内
U

/

」

em執
咽

一

一
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一7

正一

c
f
d
T1T古
一

一
北
原
白
秋
の

『砂
山
』
の
中
に

一一

Z
1↓一
室

一

F

‘zz'a
-
f

，B't
・6

‘6

・a・f-t
・6

・8

・f't
'
u

・s・6

・f，.a

・f・-・1・1・ee
'
L

• • 
等
)
を
商
業
登
記
簿
に
記
蹴
し
、
こ

れ
を

一
般
に
公
示
し
て
、
会
社
そ
の

他
の
商
人
と
取
引
し
よ
う
と
す
る
相

手
方
が
凱
筈
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
取
引
の
安
全
と
同
滑
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
会
社
自
身
内
信
用
を
保
持

す
る
制
度
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
登
記
制
度
が
発
足

し
て
百
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

年
に
当
た
り
ま
す
.

法
務
局
で
は
商
業

-
不
動
産
な
ど

の
登
記
に
闘
す
る
総
て
の
相
談
を
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
〈
の
法

務
局

。
支
局
出
張
所
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
函
館
地
方
法
務
局
〉

由
民
年
金
は

ω歳
に
な
る
ま
で
保

険
料
を
納
め
、
目
山
歳
か
ら
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
希

望
に
よ
り
目
歳
前
に
減
側
臥
さ
れ
た
年

金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
仕
組
み

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
上

げ
踏
求
の
制
度
で
す
。

減
額
さ
れ
る
割
合
は
、
年
金
部
求

時
的
年
齢
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
割
合
は
生
涯
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
ち
ら
が
有
利
か
」
の
判
断
は
、

そ
の
尺
度
を
何
に
求
め
る
か
に
よ
っ

て
呉
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

生
涯
受
給
額

(
一
生
町
聞
に
受
け
取

る
年
金
の
翻
)
内
比
較
を
し
て
み
ま

す
と
、
受
給
年
数
が
長
け
れ
ば
長
い

程
、
繰
り
上
げ
前
求
は
不
利
と
な

っ

て
い
ま
す
。

誰
に
も
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

老
後
を
よ
り
必
要
度
の
高
い
時
に
少

し
高
い
保
障
を
、
こ
れ
が
年
金
制
度

内
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
、
ま
た
賢
い

老
後
円
生
活
設
計
で
は
な
い
で
し
ょ

う
カ
。

{
町
民
稲
祉
課
国
民
年
金
係
}

.支給の繰上げされる減額率

支給の繰上げを請求したときの年齢 減額さ れる辛

60歳で支給の繰上げを請求したと き 42 % 

61歳で支給の繰上げを請求Lたとき 35 % 

位置で支給の繰上げを請求Lたとき 28 % 

63車で宣給の繰上げを請求したとき 20 % 

64置で支給の繰上げを請求したと き 1I % 
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⑧
小切
⑧
⑨
⑧
軍

学
芸
員
だ
よ
り第

1
号

学
芸
員
つ
て

な
に
す
る
の
?

ガ

ク

ゲ

イ

イ

ン

聞

き

慣

れ

な
い
言
葉
で
す
が
、
れ
っ
き
と
し
た

職
業
名
で
す
。
病
院
に
お
け
る
医
師
、

学
校
に
お
け
る
先
生
と
い
う
よ
う
に

博
物
館
に
い
て
、
教
育
活
動
や
研
究

な
ど
の
仕
事
を
す
る
専
門
職
員
で
す
。

博
物
館
と
は
、
古
い
モ
ノ
を
単
に

並
べ
る
施
設
で
は
な
く
、
教
育
機
関

な
の
で
す
。
こ
れ
を
働
か
せ
る
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
持
つ
職
員
が
学

芸
員
と
言
、
え
る
で
し
ょ
う
。
道
内
に

は
学
芸
員
の
い
な
い
博
物
館
資
料

館
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
施
設
は
た
い
が
い

y
l
ン
と
静
ま

り
返
っ
て
い
て
あ
ま
り
人
け
が
な
い

よ
う
で
す
。

今
金
町
に
は
自
称
，
優
秀
な
(
?
)

学
芸
員
u

が
二
人
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
物
館
施
設
を
持
た
な
い
市
町
村
と

し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
方
で
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
造
る
今
金
町
内

博
物
館
は
、
活
気

が
あ
っ
て
、
ま
た

来
て
み
よ
う
と
思

え
る
よ
う
な
館
で

あ
る
と
同
時
に
、

学
術
的
に
も
世
界

へ
今
金
町
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う

な
館
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

学
も
芸
も
恒
い

我
々
学
芸
員
で
す

が
、
「
雑
芸
員
」

と
自
明
す
る
こ
と

ぞ
れ
シ
ン
ボ
ル
(
核
)
と
し
て
展
示
を

構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
素
材
は
圏
内

で
も
第

一
級
の
資
料
な
の
で
、
今
金

で
し
か
見
ら
れ
な
い
展
示
が
で
き

日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
へ
も
こ
の

今
金
町
の
自
然
を
ア
ピ
ル
で
き
る
。

な
ど
な
ど
、
有
益
な
意
見
や
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
事
務
局
で
は
細
か

い
展
示
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
に
合

っ
た
資
料
収
集
、
調
査
研
究
を
進
的

て
行
き
ま
す
。

展
示
を
行
、
っ

専
門
の
業
者
を
選
定
す
る
た
め
に
日

第
2
回
委
員
会
は
、

月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

• • 
。
化
石
が
語
る
今
金

の
む
か
し
。
展

の
お
知
ら
せ

今
金
町
教
育
委
員
会
と
美
利
河
海

牛
化
石
調
査
研
究
会
で
は
、
今
年
で

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
発
見
さ
れ
て

叩
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

を
記
念
し
て
、

こ
れ

北
海
道
開
拓
記
念
館
、

八
雲
町
郷
土
館
の
全
面
的
な
協
力
に

よ
り
、
標
記
の
展
示
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
普

及
教
育
活
動
と
し
て
展
示
会
開
催
中

に
講
淡
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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の
な
い
よ
う
専
門
性
を
磨
き
、
良
い

地
域
博
物
館
が
で
き
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

H

学
芸
員

だ
よ
り
。
は
、
博
物
館
建
設
準
備
の

進
み
具
合
、
関
連
事
業
の
ご
案
内
、

寄
贈
あ
る
い
は
収
集
資
料
の
ご
紹
介

を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
不
定
期
に

こ
の
紙
面
を
お
借
り
す
る
も
の
で
す
。

第

1
田
博
物
館

建
設
準
備
委
員
会

が
聞
か
れ
る
グ

去
る
7
月
包

・
勾
の
両
日
、
標
記

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

委
員
会
は
、
博
物
館
建
設
構
想
委
員

会
に
よ
っ
て
平
成
3
年
ロ
月
に
答
申

さ
れ
た

「博
物
館
お
よ
び
ピ
リ
カ
旧

石
器
内
森
基
本
構
想
」
を
受
け
て
、

そ
の
具
体
化
に
む
け
て
審
議
、
立
案

を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
構
成
は
旧
構
成
委
員
を
は
じ

め
町
内
の
社
会
教
育
や
学
校
教
育
的

関
係
者
、
建
築
技
師
に
加
、
ぇ
、
特
別

委
員
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
有
識
者
4
名
を
迎
、
ぇ
、
日
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
、

1
日
目
は
ピ
リ
カ
遺
跡
の
丘
に
立
ち
、

2
日
目
は
教
育
委
員
会
会
議
室
へ
と

場
所
を
変
、
ぇ
様
々
な
角
度
か
ら
酷
い

討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
要
点
を
述

べ
ま
す
と
、

他
で
は
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い

武
重
な
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
な
と

を
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族

お
誘
い
の
う
え
ご
来
場
下
さ
い
。

古
と
き

9
月
日
E

i
凶
日

9
月
勾
日

l
m
日

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

2
階
大
会
議
室

官
と
二
ろ

官
講
演
会品

。

9
月
白
目
印
時
i
ロ
時

町
民
セ
ン
タ
ー
2
階

と
-
と
ニ
ろ

研
修
室

-

講

師

桂

(文
化
庁
文
化
財
保
暗
部
記
念
物
盟
問
査
官
)

能

候

歩

(本
町
営
責
)

雄

「
み
ん
怠
の
広
場
」
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

1
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稔(社会教育委員 四博物館建設術想委員)

民男(酎明牛化石調査研究会旧博物館建設得想委員)

毅(文化財像護委員 旧博物館建設矯想委員)

宣雄(社会教育委員)

仁司(町教研理科サ クル 豊園小学校)

雅 (町教研社会科サ クル今金小学校)

隆司(今金町建設課腺長縞佐)

〈事務局〉 今金町教育委員会社会教育課

く特別委員〉

糸魚川淳二(名古屋大学名誉教授 ↑事物館学)

小林 達雄(圏全学院大挙女学部教授 考古学)

赤松 守雄(北海道開拓自己念館文化交流線長 地質学)

土屋 周三1"柿市博物館主佳学芸員 日窓史)

今金町博物館

建設準備委員会委員構成

〈委員〉

委員長田中

副委員長藤田

井村

橘

熊木

馬場

滝本

。
博
物
館
と
そ
の
背
景
に
あ
る
遺
跡
、

こ
の
二
つ
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
他
市
町
村
で
は
で
き
な
い
体
験
的

要
素
の
充
実
し
た
博
物
館
空
間
を
創

出
で
き
る
。
日
年
後
、
そ
れ
以
後
を

考
慮
に
入
れ
て
も
、
美
利
河
と
い
う

設
置
場
所
が
最
適
で
あ
る
こ
と
。

。
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
は
寸

J
担
。
、

ヒ
ト
、
川
」
。
石
と
は
今
金
町
に
産

出
す
る
い
ろ
い
ろ
な
岩
石
、
化
石
、

旧
石
器
時
代
の
人
が
利
用
し
た
石
器

に
な
る
材
料
、
鉱
物
資
源
と
し
て
の

マ
ン
ガ
ン
、
砂
金、

メ
ノ
ウ
な
ど
を

意
味
す
る
。
川
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、

今
金
町
を
貫
流
す
る
後
志
利
別
川
と

そ
の
流
域
内
自
然
、
地
形
を
指
し
、

ヒ
ト
と
は
そ
の
川
を
生
活
の
続
と
し
、

時
に
は
自
然
的
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
困
難
を
克
服
し
て
き
た
人
間

的
歴
史
文
化
を
意
味
す
る
。
こ
の

よ
う
に
地
域
を
特
徴
づ
け
る
も
の
に

ス
ポ

y
ト
を
あ
て
な
が
ら
、
総
合
的

な
展
示
を
目
指
す
博
物
館
に
す
る
こ

シ」
。

。
こ
の
地
域
的
自
然
環
境
は
海
だ
っ

た
時
代
、
氷
河
期
が
き
て
湖
が
あ
っ

た
時
代
、
現
在
の
よ
う
な
川
の
時
代

と
い
う
3
時
期
に
大
別
さ
れ
る
。
海

の
時
代
に
は
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
、

湖
町
時
代
に
は
ピ
リ
カ
の
旧
石
器
時

代
人
お
よ
び
そ
の
時
代
町
石
器
、
川

町
時
代
は
鉱
山
、
農
業
開
拓
を
そ
れ

• • : 俳句 [
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平
成

6
年
度

絵
山
広
域
行
政

組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
採
用
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
期
日
ま

で
に
願
岱
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
.

コじ
器
"

1
、
採
用
予
定

今
金
消
防
署
を
含

む
9
消
防
署
(
各
1
名
)

2
、
受
験
資
格

①
昭
和
U
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

②
普
通
自
動
車
第
1
極
免
許
取
得

者
又
は
取
得
見
込
者

③
身
長

m
m以
上
、
体
重
昭
均
以

上
、
視
力
両
眼
裸
眼
で

M
以
上

か
つ

一
限
裸
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
M

以
上
、
色
党
正
常
で
心
身
健
全

な
方

3
、
試
験
の
方
法
及
び
内
容

①
第
1
次
試
験
教
養
試
験
、
作

文
試
験

②
第
2
次
試
験
第
1
次
試
験
合

格
者
の
う
ち
か
ら
、
採
用
予
定

消
防
場
に
お
い
て
行
い
ま
す
.

4
、
試
験
の
日
時
及
び
場
所

被診を受けて明るい健康づくり

g月みんなの健

盆笠釜宣2笠差
9月11日-17目
白問、ボイラー
点検のため休業
いたします。

(町民福祉謀衛生係 ・国保係)

第
1
次
試
験

日

時

平

成

5
年
目
月
3
日岡山

午
前
9
時
初
分
か
ら

場
所
絵
山
広
域
行
政
組
合
消

防
本
部

(江
差
町
)

5
、
受
付
期
間
亙
び
手
続

平
成
5
年
9
月
6
日
か
ら
同
9
月

初
日
ま
で
各
町
消
防
署
へ

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
闘
す
る
質
問
や
相
談
を
次

内
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
い

一一一三ロ

ー

、

と

き

9
月
初
日

(木
)

午
前
川
時
:
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

{
町
民
福
祉
課
年
金
係
}

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
場
の
休
業
に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
が
ボ
イ

ラ
ー
点
検
の
た
め
、
左
記
の
期
間
休

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

l~1 
IUJ 

戸
レ-一言M

H

平
成
5
年
9
月
日
日

1
げ
日

• • 
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
(
国
保
手
帳

の
更
新
に
つ
い
て

現
在
、
使
用
中
内
国
保
手
帳
は
、

本
年
9
月
初
日
で
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

国
保
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

役
場
町
民
福
祉
課
国
保
係

(
5
番
窓

口
)
で
更
新
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

期
間
は

9
月
日
出
日
か
ら
同
ぬ
固
ま

で
で
す
。

更
新
日
程
に
つ
い
て
は
後
目
、
回

覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

{
町
民
福
祉
課
国
保
係
}

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て

函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
権
擁

護
委
貝
協
議
会
で
は
、
人
権
擁
議
活

動
向
一

邸
と
し
て
次
の
と
お
り

「
人

格
心
配
ご
と
相
験
所
」
を
開
設
し
ま

す
.担

当
者
は
、
人
抱
擁
盟
委
員
と
法

務
局
職
員
が
当
た
り
、
児
童
生
徒

の
い
じ
め
、
家
庭
内
向
い
ざ
こ
ざ
、

交
通
事
故
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣

関
係
等
、
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配

ご
と
相
談
に
応
じ
ま
す
.

相
談
内
容
に

つ
い
て
は

一
切
秘
寝

図。
肥
満
の
原
因

食
べ
す
ぎ
れ
ば
太
る
の
は
、
ど
の

年
代
で
も
同
じ
で
す
が
、
肥
満
傾
向

は
切
歳
ご
ろ
か
ら
特
に
顕
著
に
な

っ

て
き
ま
す
。
そ
の
最
も
大
き
な
原
因

は
、
何
も
し
な
い
で
安
静
に
し
て
い

て
も
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
基
礎
代

謝
エ
ネ
ル
ギ

)
が
、
若
い
頃
よ
り

も
減
少
し
て
く
る
た
め
で
す
.
食
事

量
も
そ
れ
に
見
合

っ
て
減
ら
せ
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
つ
い
若
い
頃
の
ま

ま
と
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
.
す
る

と
過
剰
に
摂
取
し
た
分
が
脂
肪
と
な

っ
て
体
内
に
帯
え
ら
れ

「
肥
満
」
と

な
り
ま
す
.
し
か
も
、
年
を
と
る
と

体
を
動
か
す
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
一
層
太

っ
て
き
ま
す
。

。
肥
満
の
悪
影
響

減
量
の
す
す
め

症

の
満

句

満

E

5

E

 

A

6

1

 

台

υ

法

0

は

栂

算

川

細

切

ω

計

重
量

l

加

問

の

体
一体

満

目

H

き‘

澗
一準

肥

長

=

沼

実
一標

身

は

凹

霊

a

=
却

、
合

日

本

麿

什

ぱ

場

づ

2

釦
配

置

ト

え

の

百

一3

・体
H
例
人
」
白
目

.ボテeイーマス指数を用いた

標準体重の計算法

身時畏(m吋山)

例えぱ、身長160cmの人の場合だと、
1.6X 1.6x22=56.32同
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社会福祉協議会だより 5 8. 10 

※光の星学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)
〈大阪市〉 〈北槍山町〉

森 弘 子 並 111 善 彦
〈鎌童市〉 〈今金町〉
大 辻 勇 大 窟 啓太郎
〈長 野県〉 今金かりば会

主ロ 回 軍日 夫 富田杯大会重要加者一同
く滝 川市〉 今金美 中l河塾

松 原 直 光 海室玄太後援会
〈札幌市〉 奥 井 品""'、 男
高 松 江 神 i皐 敏 子
本 間 秀 夫 石 井 照 子
〈函館市〉 今 金 老 人 ク ラ プ

111 テ Jレ 種 川 老 人 ク ラ ブ
長谷川 淳 商工会青年部

く八雲 町〉 /ぞチンコボンボン

近 藤 博 i曹 d寸h 金 腹 む嵩
〈厚沢部町〉 鈴 木 忠

北 島 武 雄 リカー&フーズみなみかわ

〈乙部町〉 多 田 守 伸
池 回 武 子 山 田 勉
〈熊石町〉 踊 本 幸 治

遠 藤サダ

が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す
の
で

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

崎戸雷
u

日

時

平

成

5
年
9
月刊犯∞日

ω

午
前

m時
1
午
後
3
時
ま
で

会
場
町
民
セ
ン
タ
ー

〈
企
画
調
盤
諜
住
民
運
動

交
通
安
全
係
V

エ
イ
ズ
相
談
専
門
電

話
開
設
さ
れ
る

エ
イ
ズ
の
感
染
は
、
全
国
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、

H
I
V
D
(ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
)
感
染
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、

9
月
1
日
よ
り
、

• • 
肥
満
は
、
い
ろ

い
ろ
な
病
気
を
合

併
し
や
す
く
、
特

に
循
環
器
障
害
を

早
め
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
肥
満

の
人
に
多
く
み
ら

れ
る
高
血
圧
症
、

高
臓
血
症
、
糖
尿

病
な
ど
は
、
動
脈

硬
化
を
促
進
し
、

脳
機
器
や
心
筋
梗
塞
に
な
り
や
す
く

し
ま
す
。

。
肥
満
の
基
準
と
種
類

肥
満
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
に
は
、
別
記
の
計
算
式
に
も

と
づ
き
、
体
重
度

(肥
満
度
)
を
出

し
ま
す
。
こ
の
数
値
が
川

i
m未
満

の
場
合
を
「
肥
満
」
、
問
以
上
を

「
肥

満
症
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
肥
満
症

に
な
る
と
、
合
併
症
も
起
こ
り
ゃ
す

く
な
っ
て
き
ま
す
。

肥
満
に
は
「
上

半
身
肥
満
」

(
リ

ン
ゴ
型
)
と

「
下

半
身
肥
満
」

(洋

ナ
シ
型
)
が
あ
り

ま
す
。

「
洋
ナ
ン

型
L

は
女
性
に
多

い
の
で
す
が
、
健

康
上
は
あ
ま
り
問

題
が
あ
り
ま
せ
ん
。

-肥満体型の2タイプ

エ
イ
ズ
抗
体
検
査
受
付
及
び

一
般
相

談
の
た
め
に
専
門
屯
結
が
開
駁
さ
れ

ま
す
。

検
査
相
談
等
を
匿
名
で
受
付
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
事
が
あ
れ
ば
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
電
話
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
保
健
所
に
は
、
エ
イ
ズ
に
関

す
る
ビ
デ
オ

パ
ン
フ
レ

y
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
入
用
の
方
は
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

告

0
1
3
7
8
1
2
1
3
6
4
0

北
海
道
今
金
保
健
所

エ
イ
ズ
専
門
電
話

y

が

S

ヒ
れ
白

t
一一
九
芭
午
、
同
問

E
2
値

唱

A
ゴ
一
訪
湖

一、，

一
ト
で
日

l
ヨ

U

糊
山

:
f
o
a
 

f
-
L

プ

0

こ
れ
に
対
し
て

「
リ
ン
ゴ
型
」
は
、

男
性
に
多
く
み
ら
れ
、
内
臓
の
周
り

に
脂
肪
が
つ
い
て
い
る
場
合
が
多
〈

注
意
が
必
要
で
す
。

。
減
量
の
目
安

減
量
の
た
め
に
は
、
ま
ず
食
事
の

盆
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

一

日
に
抑
凶
か
ら
多
く
て
も
湖
凶
く
ら

い
の
減
食
、
こ
れ
が
減
量
の
目
安
で

す
。
ま
た
、
食
事
療
法
の
み
に
よ
る

減
量
は
、

1
1
2
か
月
続
け
て
い
る

と
、
体
が
そ
れ
に
適
応
し
、
あ
ま
り

効
来
が
な
く
な

っ
て
き
ま
す
@
そ
こ

で
減
量
を
継
続
的
に
維
持
す
る
た
め

に

一
日
制
凶
相
当
の
運
動
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
、
歩
行
を
主
と
し
て
、

縄
跳
び
ゃ
自
転
車
、
体
操
な
ど
を
合

わ
せ
て
約
1
時
間
く
ら
い
行
い
、
汗

ば
む
程
度
の
も
の
で
す
。
毎
日
無
理

を
せ
ず
、
根
気
強
く
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

〕-1
 

〔



f !~:詰 ③
っfヘ

医院(今金)宮②口057

北楠山町国保病院(北柏山)fi④5321

今金町国保病院(今金)fi②0221

富田医院(今金)怨②0324

橋崎医院(瀬棚)雪⑦3021

今金町国保病院(今金)雪②0221

9月の休日当番匡

問岩5日

12日

15日

19日

23日

26日

令や令 住民の動態 。~令令

7月末現在

(前月対比)

7，509人 (ー18)

3，628人 (- 5) 

3，881人 (-13) 

2，481世帯 (ーJ)

人

男

女

世帯数

ロ• 
昇(義和九長女)寒7月14日

(彰範さん長男)神丘新興

(俊光九 2男)高美町

(聖悟三長女)昭和町

7月21日

天沼

水本

岡林

(和正三長女)大和町

三津橋議長、 8月l日 (淳三長男)中花石

下回屋集会、 8月12日(守三長女)南

4

司
植
樹
を
行
う
種
川
小
児
童

町

闘いつまでもおしあわせに

純子三(神丘西部)

大和町

上稲穂

86歳

71歳

A
J
 

t

日

日

日

つ

4

3

9

う

1

2

2

日

月

月

月

i

7

7

7

 

司
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%
ゃ
ん
%
な

?リ
ゃ
ん
'
な
・
句
、

じ

'
宗
立
官
官
聞
か
花

か佳

ん

q
皇

M

広
削
規
制
悠
"
星

た

え
恵

お

浦

図

三

由i莞

博文三(南栄町)=樽井%千葉

圏お〈やみもうしあげます

遠藤久造弘

早坂 卜ヨさん

8月6日

8月11日

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
日
間
②
0
4
1
T
T
番

• 

種
川
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
裏
が
公
園
に

〕2
 

1
 

〔

遊
休
地
と
な
っ
て
い
た
種
川
構
造

改
普
セ
ン
タ
ー
裂
の
旧
種
川
中
学
校

跡
地
が
一
人

一
本
植
樹
運
動
定
着
促

進
事
業
の
補
助
を
受
け
て
緑
農
か
な

公
園
に
衣
が
え
を
し
ま
し
た
。

種
川
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

町
及
び
一
般
寄
付
の

1
4
0
本
の
樹

木
が
植
、
え
ら
れ
、
隣
接
地
に
は
ゲ
ー

ト
ポ

l
ル
場
も
あ
り
、
種
川
地
域
の

思
い
の
場
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

編
一集
一後
一記

今
年
の

8
月
は
暑
い
日
も
数
え
る

ほ
ど
で
、
雨
も
多
〈
何
か
気
分
も
時

れ
ま
せ
ん
。

海
水
浴
や
一キ
ャ
ン

プ
に
出
か
け
た

人
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
、
ヲ
か
。

地
震
と
異
常
気
象
で
農
作
物
の
生

育
も
大
幅
に
遅
れ
、
米
作
は
著
し
い

不
良
と
な

っ
て
い
ま
す
。

・
町
全
体
が
沈
ん
で
い
る
よ
う
で
す
.

e
9
月
に
は
秋
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

.
少
し
元
気
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


